
日経平均株価のピーク年からの回復年数　　相場格言「山高ければ谷深し」　　「雨降って地固まる」、「花見で土手固まる」　「間」時間が必要 2023.09.05

西暦年月日 和暦年
日経平均株
価のピーク

（円）
出来事 西暦年月日 和暦年

対応日経平均株
価のボトム（円）

前高値更新年
日経平均株
価の前高値
更新（円）

日経平
均株価
下落率

回復年数

1953年2月4日 昭和28年 474.43

ソ連スターリン
首相死去（ス
ターリンショッ
ク）

1953年4月1日 昭和28年 295.18 1956年 566.30 -37.8% 2か月

1961年7月18日 昭和36年 1,829.24
家電の「三種の
神器」普及

1962年10月29日 昭和37年 1,216.04 1968年 1,851.49 -33.6% 1年3か月

1963年4月5日 昭和38年 1,634.37

東京オリンピッ
ク関連インフラ
整備建設ラッ
シュ

1965年7月12日 昭和40年 1,020.49 1968年 1,851.49 -37.6% １年3か月

1973年1月24日 昭和48年 5,359.74 日本列島改造計画 1974年10月9日 昭和49年 3,355.13 1978年 6,097.26 -37.5% 1年9か月
1989年12月29日 平成元年 38,915.87 バブル経済謳歌 2009年3月10日 平成21年 7,054.98 ？ ？ -81.9% 現在33年経過更新ならず

データ出所：ゴールデンチャート社『週刊ゴールデンチャート全銘柄週足表』東証開所来　日経平均株価　超長期月足チャートNo.2169データを基に日本取引所グループHP関係データサイトなど関係資料　作成：筆者　2023.01.20.14:09現在

米国ＮＹ株式市場三大暴落ショックと回復年数 2023.09.05

西暦年月日 和暦年 ショック名
ダウ平均株価

下落率
回復年数

1929年10月24日 昭和4年
米国ウォール街大暴落「暗黒の木曜日」世界
大恐慌へ

-83% 3年

1987年10月19日 昭和62年 米国ＮＹ市場大暴落「ブラックマンデー」 -30% 2年

2008年9月15日 平成10年 米国投資会社経営破綻「リーマン・ショック」 -50% 5年
データ出所：ＮＹ証券取引所報ほか各種資料　作成：筆者　　注：下落率20%以上の年を起算、下落前の高値を更新するまでの年数を回復年数
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神楽坂だより
１
６
０
年
ぶ
り
に
好
機
到
来

遷
宮
の
10
年
前
の
い
ま
、

ニ
ッ
ポ
ン
の
時
代
へ

地
球
危
機
は
ニ
ッ
ポ
ン
の
好
機

本
紙
面
で
幾
度
と
な
く
取
り
上
げ
て

い
ま
す
「
人
新
世
」
こ
そ
、
ニ
ッ
ポ
ン

の
時
代
へ
の
好
機
な
の
で
す
。

地
質
学
的
に
も
人
類
が
地
球
の
行
方

を
左
右
す
る
新
生
代
第
四
紀
で
「
地
層

の
堆
積
物
が
重
量
ベ
ー
ス
で
自
然
物
よ

り
も
人
工
物
の
方
が
重
く
な
り
、
人
類

（
人
間
）
の
活
動
が
か
け
が
え
の
な
い

地
球
に
危
機
的
な
影
響
」
の
「
人
新
世
」

の
地
質
時
代
へ
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

環
境
に
影
響
す
る
①
核
実
験
、
②
大
気

汚
染
物
質
、
⓷
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
④
化
学
物
質
の
主
な
科
学
痕
跡
か

ら
「
地
球
の
有
限
・
限
界
」
で
あ
る
と

２
０
２
４
年
に
も
国
際
地
質
科
学
連
合

が
新
た
な
年
代
を
加
え
る
か
を
決
め
る
、

「
地
球
史
と
人
間
の
関
係
」
に
世
界
の

地
質
学
の
専
門
家
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
ま
す
。

自
然
の
リ
ズ
ム
に
人
類
が
暴
走

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
わ
か
る
地
球
史
に

人
の
時
代
現
る
」
（
日
本
経
済
新
聞
２

０
２
３
年
８
月

15
日
付
朝
刊
ビ
ジ
ュ

ア
ル
解
説

14
ｐ
）
に
よ
る
と
、
「
地

球
の
歴
史
は
海
の
誕
生
や
生
物
の
盛
衰
、

気
候
変
動
な
ど
が
節
目
に
な
っ
て
き
た
。

小
惑
星
の
地
球
衝
突
で
白
亜
紀
に
栄
え

た
恐
竜
が
氷
河
期
と
な
り
絶
滅
し
新
た

な
地
球
史
に
章
を
刻
ん
だ
」
、
こ
れ
は
、

１
万
１
、
７
０
０
年
前
か
ら
続
く
新
生

代
第
四
紀
完
新
世
の
真
っ
只
中
に
あ
る

と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
新
発
見
、
新
開
発
の
産
業

革
命
以
来
、
日
進
月
歩
の
目
覚
ま
し
い

科
学
技
術
の
進
歩
発
展
で
大
量
生
産
大

量
消
費
社
会
の
到
来
を
可
能
に
し
、
新

興
国
が
先
進
国
へ
、
人
口
増
加
に
よ
る

ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
を
も
技
術
革
新
、

金
融
技
術
の
高
度
化
な
ど
で
克
服
、
地

球
の
陸
上
部
は
、
世
界
の
隅
々
に
ま
で

開
発
が
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
地
球

の
温
暖
化
を
も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
工
業
社
会
の
進
展
は
、
人
々
、

国
民
を
物
質
的
に
豊
か
な
社
会
実
現
に

大
き
く
寄
与
し
た
が
、
反
面
、
地
球
の

危
機
と
も
言
う
べ
き
深
刻
な
環
境
問
題

を
招
く
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

株
式
市
場
か
ら
観
た
日
米
の
特
徴

市
場
即
応
の
米
国
、
前
提
の
ニ
ッ
ポ
ン

上
表
は
、
戦
後
の
日
経
平
均
株
価
の

チ
ャ
ー
ト
の
ピ
ー
ク
と
対
応
す
る
ボ
ト

ム
か
ら
従
前
へ
の
回
復
年
数
を
み
た
も

の
で
す
。
相
場
が
上
昇
基
調
の
ト
レ
ン

ド
に
あ
る
と
き
は
、
い
ず
れ
も
回
復
ま

で
の
期
間
は
短
く
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

の
よ
う
に
下
げ
基
調
の
ト
レ
ン
ド
に
入

る
と
従
前
へ
の
回
復
に
時
間
を
要
し

33

年
を
経
過
し
た
現
在
も
、
未
だ
、
バ
ブ

ル
時
の
高
値
を
更
新
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
中
表
の
米
国
は
、
ど
う
か
、
ダ

ウ
平
均
株
価
は
い
ず
れ
も
５
年
以
内
に

従
前
の
状
態
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
日

米
の
違
い
は
、
各
種
取
引
手
法
な
ど
投

資
家
の
習
熟
度
に
拠
る
の
で
は
な
く
投

資
に
対
す
る
思
想
、
姿
勢
の
違
い
に
拠

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

明
治
生
ま
れ
の
伊
勢
の
古
老
投
資
家

た
ち
の
投
資
姿
勢
に
現
れ
て
お
り
仲
間
・

空
間
・
時
間
の
「
三
間
さ
ん
ま
」
を
重

要
視
し
て
き
ま
し
た
。
〝
伊
勢
っ
子
正

直
、
伊
勢
乞
食
〟
は
絆
・
信
頼
の
証
で

お
も
て
な
し
施
行
で
し
た
。
程
よ
い
、

「
間
」
を
置
く
こ
と
で
何
事
も
波
長
が

合
い
、
自
然
の
リ
ズ
ム
と
の
調
和
、
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
働
き
、
そ
れ
が
脈
々
と

つ
づ
く
魂
の
伝
承
の
一
つ
と
も
言
え
る

遷
宮
制
度
に
よ
っ
て
「
時
代
は
変
わ
る
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
よ
う
。

縄
文
以
来
、
稲
作
の
循
環
周
期

稲
作
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
時
代
が

変
わ
っ
て
も
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
ず
稔
り
・
恵
み
が

あ
る
反
面
、
怖
れ
・
猛
威
が
あ
り
有
史

以
来
、
日
本
列
島
は
水
災
害
、
地
震
、

台
風
な
ど
多
発
の
地
勢
地
形
で
常
に
リ

ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
し
た
。
全
国
津
々

浦
々
に
、
所
在
す
る
神
籬
や
祠
の
〝
祈

り
と
感
謝
〟
の
場
は
、
ま
さ
に
そ
の
象

徴
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

我
が
国
の
歴
史
か
ら
近
代
を
観
て
も
、

幕
末
が
そ
う
で
す
。
時
代
の
背
景
は
、

江
戸
幕
府
の
弱
体
化
、
黒
船
の
来
航
で

鎖
国
の
時
代
も
終
焉
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
の

１
９
４
５
年
も
そ
う
で
し
た
。
我
が
国

は
、
過
去
２
回
と
も
外
圧
に
よ
っ
て
前

者
は
明
治
維
新
、
後
者
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連

合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
よ
っ

て
国
体
と
言
え
る
大
改
革
が
断
行
さ
れ

ま
し
た
（
下
図
・
転
換
の
好
機
）
。

中
国
の
不
動
産
爆
買
い
は
暗
示

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
円
安
も
あ
り
我

が
国
で
の
中
国
資
本
に
よ
る
不
動
産
の

爆
買
い
が
本
格
化
、
国
内
事
情
を
暗
示

し
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
、
バ
ブ
ル
経

済
醸
成
過
程
で
成
し
得
な
か
っ
た
国
体

の
根
幹
を
成
す
制
度
疲
労
の
抜
本
的
社

会
改
革
、
処
方
と
し
て
①
教
育
制
度
改

革
、
②
多
品
種
少
量
生
産
消
費
循
環
型

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
構
造
改
革
、

⓷
少
子
化
「
個
」
の
価
値
創
造
政
策
の

断
行
に
道
あ
り
。
〝
蒐
集
〟
の
限
界
は
、

〝
輪
廻
・
循
環
〟
ニ
ッ
ポ
ン
の
好
機
到

来
と
観
て
い
ま
す
。
（
東
村

篤
・
㈱
エ
ボ
ル
バ
ン
ク

取
締
役
、
四
日
市
大
学
研
究
機
構
環
境
技
術
研
究
所
研
究
）
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
５
年
・
紀
元
２
６
８
３
年
發
卯

９
月

長
月

４
日
（
月
）

抜
穂
祭

両
宮

午
前
10
時

10
月
の
神
嘗
祭
を
は
じ
め
、
諸
祭
典
に
お
供
え
す
る

御
料
米
の
初
穂
を
抜
き
奉
る
お
祭
り
で
す
。

忌
鎌
で
稲
を
刈
り
、
そ
の
穂
を
一
本
ず
つ
抜
い
て
束
ね
、

内
宮
は
御
稲
御
倉
に
、
外
宮
は
忌
火
屋
殿
内
に
奉
納
し

祭
典
前
に
お
下
げ
し
ま
す
。
４
月
の
神
田
下
種
祭
と
共

に
神
嘗
祭
に
付
属
す
る
お
祭
り
で
す
。

17
日
（
日
）
大
麻
暦
頒
布
始
祭

内
宮
神
楽
殿
午
前
10
時

神
宮
で
は
、
神
社
本
庁
、
各
都
道
府
県
の
神
社
庁
を

通
じ
て
、
年
末
ま
で
に
神
宮
大
麻
と
神
宮
暦
を
全
国
崇

敬
者
の
各
戸
へ
頒
布
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
内
宮

神
楽
殿
に
お
い
て
大
麻
暦
頒
布
始
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。

19
日
（
火
）
外
宮
別
宮
月
夜
見
宮
秋
季
大
祭

外
宮
別
宮
月
夜
見
宮
奉
賛
会
主
催
の
神
恩
感
謝
の
大
祭

が
開
催
さ
れ
、
神
賑
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

22
日
（
金
）
～
24
日
（
日
）
秋
の
神
楽
祭

内
宮
神
苑

神
恩
に
感
謝
を
捧
げ
、
国
民
の
平
和
を
祈
っ
て
行
わ
れ

る
行
事
で
、
舞

楽
や
神
苑
の
神
賑
行
事
が
拝
観
で
き
ま

す
。
午
前

11
時
と
午
後
２
時
に
は
、
内
宮
神
苑
の
特
設

舞
台
で
舞
楽
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
吟
詩

舞
・
能
楽
な
ど
全
国
各
地
の
名
流
名
家
の
奉
納
行
事
が
あ

り
ま
す
。
但
し
、
雨
天
時
の
公
開
舞
楽
は
参
集
殿
舞
台
で

午
前
11
時
の
み
と
な
り
ま
す
。

22
日
（
金
）
～
24
日
（
日
）
神
宮
林
崎
文
庫
の
公
開

正
午
～
午
後
２
時
ま
で

23
日
（
土
）
秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

午
前
８
時

歴
代
天
皇
・
皇
后
・
皇
親
等
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
皇
居
内

の
皇
霊
殿
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
御
親
ら
お
祭
り
を
執
り
行
わ

せ
ら
れ
る
に
つ
き
、
神
宮
に
お
い
て
も
遙
拝
式
を
行
い
ま
す
。

29
日
（
金
）
観
月
会

外
宮
勾
玉
池
舞
台

午
後
６
時

中
秋
の
名
月
を
愛
で
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
短
歌
と
俳

句
の
秀
作
を
、
神
宮
の
楽
師
が
古
式
に
よ
り
披
講
す
る
雅
な
行

事
で
す
。
披
講
に
つ
づ
き
、
管
絃
と
舞
楽
が
奏
行
さ
れ
ま
す
。

30
日
（
土
）
大
祓

午
後
４
時

10
月
の
神
嘗
祭
に
先
立
ち
、
大
宮
司
以
下
の
神
職
と
楽
師
を

お
祓
い
す
る
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

時
間
注
意

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
６
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４

時
（
ご
奉
仕
８:
30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

火)
、
11
日(

金)

、

21
日(

月)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
５
月
８
日(

月)

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、

感
染
法
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
「
５
類
」
に

区
分
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
参
拝
に
あ
た
っ
て
は
神
宮
Ｈ

Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
手
水
舎
は
、
両
宮
と
も
柄
杓
設
置

に
戻
っ
て
い
ま
す
。
方
法
手
順
は
、

htt
ps://yout

u.be/MHmPz
l56IzM

遷
宮
フ
ォ
ー
ラ
ム
受
講
者
申
し
込
み
受
付
中

10
月
９
日
（
月
・
祝
日
）
13
時
30
分
か
ら

伊
勢
で
は
、
本
年
が
内
宮
別
宮
「
倭
姫
宮
」

創
祀
百
周
年
に
当
た
り
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
14
日
開
催
分
満
席

次
回
の
遷
宮
も
ま
ち
の
動
き
か
ら
足
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
10
月
９
日
開
催
分
残
僅
か
。

三重県立美術館・同友の会主催の催し物案内

名張市での美術セミナー9/16㈯ 伊賀市青山町での美術散歩“要石”大村神社他10/27
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紙小路あつまろの小話

筋活をしよう！！

「人間は体を動かすことができるのは、筋肉

があるからって！」

「そうだよ。体重の約40%が筋肉なのよ」

「加齢や病気などで日常の生活動作が困難
になったり寝たきりになったらどうなる

の」

「筋肉を使わないと僅か1週間で10～15％の
筋肉が低下するよ。体を動かさないと廃

用症候群と言って筋肉は衰え、1週間何も

運動をしなかった場合、体力回復に約2
から3倍の負担、時間にして2～3週間も
かかるのよ。寝たきりでも床擦れ予防も

ありこまめに寝返りが必要となるのよ」

「どうすれば、筋肉保持、貯筋につながる

の」

「何よりもおしり筋と抗重力筋を鍛えるこ
とよ。」

「立ったり座ったりのあの動作で基礎代謝、

脚長効果にもつながり日常生活の動作能力

向上の要となるのよ。疲労を和らげるしね」

「足の横上げも有効で骨盤底筋、太ももの

内側・外側の筋肉も鍛えられ転倒防止や尿

もれ（失禁）防止にもつながるよ」

「今日から実践してみよう」

話題出典：日本成人病予防協会健康管理士

フォローアップ研修「ほすぴ」2023.09.20

を同協会健康管理士上級指導員東村篤加工。

新
類
型
「
看
多
機
」

【
霞
が
関
】
全
世
代
対
応
型

の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
令
和
５
年
５
月

19

日
公
布
）
さ
れ
、
来
年
（
令

和
６
年
）
４
月
１
日
か
ら
施

行
、
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
と
な

り
ま
す
。

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
（
以
下
「
看
多
機
・

か
ん
た
き
」
）
は
、
訪
問
看

護
※
１
と
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
※
２
と
を
組
み
合

わ
せ
て
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
提
供
す
る
複
合

型
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
看
多
機

を
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
一

類
型
と
し
て
、
法
律
上
に
明

確
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
の

「
通
い
」
「
泊
ま
り
」
に
お

け
る
看
護
サ
ー
ビ
ス
（
療
養

上
の
世
話
又
は
必
要
な
診
療

の
補
助
）
が
含
ま
れ
る
旨
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
目
的
で

有
識
者
審
議
会
を
経
て
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
に

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

医
療
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
中

重
度
の
要
介
護
者
の
生
活
を

支
え
る
地
域
の
拠
点
で
あ
る

看
多
機
型
居
宅
介
護
施
設
の

普
及
に
は
医
療
機
関
の
参
入

が
不
可
欠
で
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
生
活
を
見
直
そ
う

戦
後
、破
壊
さ
れ
た
日
本
人

食
習
慣
っ
て
怖
い
も
の
で

す
ね
。
未
来
食
つ
ぶ
つ
ぶ
Ｊ

Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｔ
創
始
者
の
大
谷
ゆ

み
こ
さ
ん
（
フ
ウ
未
来
生
活

研
究
所
代
表
）
は
、
「
“
今
、

生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

い
る
”
と
い
う
実
感
こ
そ
が

い
の
ち
時
間
で
す
。
そ
の
健

康
を
支
え
る
カ
ラ
ダ
の
根
っ

こ
は
、
胃
腸
に
あ
り
ま
す
。

腸
に
栄
養
を
補
給
す
る
土
壌

は
、
毎
日
の
食
生
活
で
す
。

戦
後
、
西
洋
栄
養
学
、
西
洋

文
化
の
浸
透
、
つ
ま
り
栄
養

価
の
高
い
動
物
性
食
品
、
食

品
添
加
物
の
常
食
で
日
本
の

食
は
、
図
の
よ
う
に
嗜
好
品

の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
人
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
縄
文

時
代
の
体
質
が
根
っ
こ
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
現
代
食
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
研
究
か
ら
生
理
学
的

に
は
、
食
習
慣
を
見
直
せ
ば
、

骨
も
胃
腸
も
７
年
で
リ
セ
ッ

ト
、
日
本
人
に
合
っ
た
胃
腸

に
蘇
ら
せ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
難
病
や
慢
性
胃
腸
病
、

成
人
病
な
ど
本
来
の
和
食
の

基
本
シ
ス
テ
ム
の
食
生
活
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
た
だ

一
つ
、
食
べ
物
の
質
と
食
べ

方
を
自
然
循
環
に
即
し
た
本

来
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
も
の

に
変
え
る
こ
と
で
す
。
食
習

慣
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
理
想
の

の
食
シ
ス
テ
ム
を
身
に
付
け

た
生
活
に
転
換
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
」
（
情
報
誌
「
日
本
生

ま
れ
の
ビ
ー
ガ
ン
食
シ
ス
テ

ム
未
来
食
つ
ぶ
つ
ぶ
２
０
２

３
年
夏
号
特
集
を
要
約
）

歯
は
、
な
ぜ
命
な
の
か
。

デ
ー
タ
が
示
す
発
症
リ
ス
ク

「
歯
は
、
命
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
本
当

な
の
で
し
ょ
う
か
。
読
売
新
聞2

0
2
1
.
0
1
.
2
4

付
朝
刊
「
教
え
て
！
ヨ
ミ
ド
ッ
ク
」
記
事
に
よ

る
と
、
「
１
日
１
回
、
歯
磨
き
を
す
る
人
と
し

な
い
人
を
基
準
に
研
究
で
歯
磨
き
を
し
な
い
人

は
１
・
８
倍
が
ん
に
な
り
や
す
い
歯
周
病
菌
な

ど
一
部
の
口
内
細
菌
が
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を

作
り
出
し
、
口
内
が
清
潔
で
な
い
と
、
そ
の
影

響
で
食
道
が
ん
・
頭
頚
部
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
調
査
結
果
が
２
０
２
０
年
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
歯
周
病
が
糖
尿
病
、
心
筋
梗

塞
、
認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
」

と
解
説
、
一
時
は
万
事
で
す
ね
。

来
年
４
月
介
護
保
険

制
度
・
報
酬
改
正
へ

【
霞
が
関
】
厚
生
労
働
省
で
は
、
３
年
に
一
度
の

介
護
保
険
制
度
・
報
酬
の
見
直
し
に
伴
い
介
護
保

険
部
会
、
介
護
給
付
費
分
科
会
で
の
論
議
が
本
格

化
、
年
末
に
も
最
終
案
を
ま
と
め
１
月
に
は
、
政

令
や
省
令
な
ど
の
改
正
で
４
月
か
ら
改
定
と
第
９

期
介
護
保
険
事
業
が
始
動
の
日
程
で
す
。
図
は
、

読
売
新
聞2023.09.04

付
朝
刊
「
安
心
の
設
計
」
転
載
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研究員だより
編集発行人

東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ

ショナルチームメンバー

（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
（一社）全国元気まち研究会研究員

日本広報学会/四日市大学学会

（4）

◆
文
部
科
学
省
は
、

本
年
３
月

31
日
付

「
誰
一
人
取
り

残

さ
れ
な
い
学
び
の
保

障
に
向
け
た
不
登

校
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
初
等
中

等
教
育
局
長
名
で
全
国
の
教
育
機
関
に

「
通
知
」
を
し
ま
し
た
。
既
に
重
点
施

策
と
し
て
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策
」

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
）
を
取
り
ま

と
め
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
◆
不

登
校
の
定
義
は
、
年
間
30
日
以
上
の
欠

席
を
基
準
と
し
て
お
り
心
理
的
、
情
緒

的
、
身
体
的
、
ま
た
は
社
会
的
な
要
因

や
背
景
に
よ
り
、
学
校
に
登
校
し
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
に
欠
席
（
病
気
や
経

済
的
理
由
は
除
く
）
が
続
い
て
い
る
状

態
を
指
し
ま
す
。
不
登
校
問
題
は
、
今

に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
の
時
代
は
、
学
校
に
行
き
た
く
な

い
、
い
わ
ゆ
る
〝
学
校
嫌
い
〟
で
し
た
。

こ
れ
が
２
０
０
０
年
辺
り
か
ら
「
不
登

校
」
が
顕
在
化
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
増
加
、
大
学
に
ま
で
及
び
30
万
人
に

上
り
ま
す
。
◆
不
登
校
の
増
加
は
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
文
部
科

学
省
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

特
に
小
、
中
学
校
の
間
で
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
不
登
校
の
要
因
は
、
本
人
、

家
庭
や
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
で

は
「
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
適
応
困

難
、
家
庭
内
の
問
題
、
学
習
や
人
間
関

係
の
不
安
、
無
気
力
な
ど
が
不
登
校
の

要
因
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
大
学

教
育
の
現
場
か
ら
見
た
不
登
校
学
生
の

共
通
点
で
す
が
、
〝
気
づ
く
の
が
遅
か
っ

た
〟
の
返
答
で
し
た
。
学
生
た
ち
の
声

〝
抑
圧
さ
れ
た
毎
日
〟
、
学
生
た
ち
個
々

の
長
所
・
持
ち
味
、
素
質
の
引
き
出
し

を
開
け
て
褒
め
て
上
げ
る
と
イ
キ
イ
キ
、

「
や
り
た
い
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
一

杯
し
た
い
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
そ

れ
が
イ
ヤ
気
に
つ
な
が
り
学
校
に
行
く

の
が
イ
ヤ
に
な
っ
た
の
悪
循
環
と
な
っ

た
の
で
す
。
「
好
き
な
こ
と
が
や
れ
る
、

自
分
の
伸
び
し
ろ
を
延
ば
し
て
く
れ
る

学
校
で
学
び
た
か
っ
た
。
」
に
集
約
さ

れ
る
よ
う
に
戦
後
の
単
線
的
で
画
一
的

な
偏
差
値
偏
重
の
教
育
制
度
疲
労
に
根

本
的
な
原
因
が
内
包
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
「
国
家
百
年
の
計
」
を
見

据
え
た
複
線
的
で
多
様
な
人
材
輩
出
の

抜
本
的
な
教
育
改
革
が
望
ま
れ
ま
す
。

先
憂

後
楽

祖
父
と
の
誓
い
実
現
・
供
養

高
野
山
奥
之
院

鎮
魂

【
和
歌
山
県
高
野
山
】

８
月

19
日

(

土)

、
所
属
す
る
国
際
Ｃ
Ｃ
Ｏ
交
流
研

究
所(

京
都
市
中
京
区
・
理
事
長

石

橋
陽)

の
高
野
山
日
帰
り
研
修
に
、
今

年
は
、
特
別
な
思
い
、
鎮
魂
で
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。｡

中
学
２
年
の
時
、
伊
勢
高
柳
商
店
街

で
「
写
真
館
」
を
営
ん
で
い
た
祖
父
勘

之
助
か
ら
後
継
ぎ
の
長
男
（
享
年
20
歳
）

に
先
立
た
れ
、

「
篤
、
俺
の
後
を

継
げ
、
学
費
は
出

し
た
る
」
の
言
葉

に
「
継
が
な
い
。

教
師
に
は
成
る
」

の
返
答
。
そ
し

て
選
ん
だ
の
は

“
自
立
自
学
”

の
道
で
し
た
。

昭
和
40(

１
９

６
５)

年
９
月

28

日
、
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。
享
年
74
歳
で
し
た
。

〝
終
わ
れ
な
い
人
〟
小
職
も
祖
父
の

年
齢
と
な
り
、
命
日
を
前
に
「
東
村
家

過
去
帳
」
、
「
西
国
三
十
三
ヶ
所
御
朱

印
帳
満
願
」
、
祖
父
が
仕
事
で
使
用
し

て
い
た
写
真
機
の
写
真
、
叔
母
著
「
荷

車
の
道
」
、
拙

著
「
東
村
写
真

館
物
語
」
、
望

月
克
巳
著
「
私

の
宝
物

東
村

篤
さ
ん
の
人
生

も
の
が
た
り
」(

１
０
０
人
の
笑
顔
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト2
0
2
2
.
1
0
.
1
7

取
材
稿)

を
持
参
し
て
の
高
野
山
金
剛
峯
寺
（
上
）
、

奥
の
院
（
中
）
へ
お
参
り
。

祖
父
と
の
誓
い
、
コ
ミ
ッ
ト
「
教
師
」

実
現
を
果
た
し
て
の
供
養
は
、
格
別
な

思
い
と
な
り
ま
し
た
。
合
掌
。

【
神
楽
坂
】
所
属
す
る
理
窓
ビ
ジ
ネ

ス
同
友
会
か
ら
の
案
内
で
す
。
研
究
す

る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
な
か
っ
た
「
ト
リ

ウ
ム
原
発
」
。
最
近
に
な
っ
て
中
国
も

レ
ア
ア
ー
ス
希
少
金
属
の
副
産
物
「
ト

リ
ウ
ム
」
を
廃
棄
処
分
し
て
い
た
が
、

そ
の
有
効
性
価
値
に
気
づ
き
産
出
生
産

国
に
転
じ
て
い
ま
す
。
ト
リ
ウ
ム
は
、

原
子
爆
弾
を
製
造
で
き
な
い
、
核
戦
争

に
使
わ
れ
な
い
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
お

り
、
イ
ン
ド
で
は
、
既
に
主
力
発
電
と

し
て
安
全
稼
働
し
て
い
ま
す
。
拝
聴
く

だ
さ
い
。

対
面
で
の
講
演
４
年
ぶ
り

【
津
】
８
月

25
日(

金)

午
後
か
ら
津

の
三
重
県
社
会
福
祉
会
館
講
堂
で
介
護

施
設
等
に
お
け
る
権
利
擁
護
推
進
員
養

成
研
修
の
第
１
回
（
３
回
修
了
）
が
開

催
さ
れ
厚
生
労
働
省
派
遣
事
業
介
護
サ
ー

ビ
ス
相
談
員
と
し
て
「
介
護
施
設
現
場

で
の
権
利
擁
護
事
案
」
と
題
し
て
、
三

重
県
内
介
護
施
設
運
営
責
任
者
参
加
の

48
人
を
対
象
に
「
高
齢
者
虐
待
防
止
の

基
本
に
反
す
る
不
適
切
な
ケ
ア
の
事
案
、

そ
の
背
景
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
研
修
模
様
）
。

相
談
員
を
10
年
務
め
て
い
ま
す
と
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
４
年
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン

ク
も
受
付
で
は
尾
鷲
市
、
四
日
市
市
、

桑
名
市
の
方
々
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、

改
め
て
名
刺
交
換
、
私
を
覚
え
て
み
え
、

嬉
し
い
限
り
で
し
た
。
リ
モ
ー
ト
形
式

と
違
い
、
受
講
生
の
表
情
、
臨
場
感
が

伝
わ
り
改
め
て
対
面
の
良
さ
を
感
じ
た

次
第
で
す
。
人
権
、
権
利
擁
護
の
問
題

は
、
避
け
て
は
通
れ
な
く
心
の
通
う
円

滑
な
日
常
生
活
を
送
る
上
で
も
良
き
信

頼
関
係
構
築
の
姿
勢
、
言
動
は
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。


